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INTRODUCTION 


回 [ け か ぐ や ] が と ら え た 、 暗 黒 の 南極 付近 の 
っ クレ ー タ ー の 彼方 に 対照 的 な 美 し さ で 沈ん 
還 ア / で いく 地球 の 姿 を 、 ほ か な ら ぬ その 地球 に 
住ん で いる 私 た ち が 38 万 km 隔て て 見 つめ て 
いる の だ と 想像 し た だ け で 、 身 の 雲 え る よう な 感動 を 覚 
えま す 。 | 地球 の 入り ] を この よう に ハイ ビジ ョ ン で 見 る 
の は 、 も ちろ ん 人 類 史 上 初め て の こと で す 。 地球 の 美 し 
届 見 開き の 誌面 いっ ぱい で ご 堪能 くだ さい 。 表 紙 
こ は 、8 月 に 就任 し た ば か り の 白木 邦明 理事 の 登場 で す 。 
2 始ま る 「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 の 打ち 上 げ を 前 
、 そ の 心境 を 語っ て も らい まし た 。 そ の 「 き ぼう 」 の 船 
PR 
士 に は 、 国 立 天 文 台 の 渡部 潤 
生じ 
た 。 実 は この ふた り 、[「 天文] 
と いう 共通 項 で 固く つなが る 同 
志 で も あり ます 。 夢 の 広がる 話 
を お 楽し みく だ さい 。 さ て 、 当 
初 の 予想 を は る か に 上 回 る 10 年 
と いう 長期 の 運用 を 続け る 熱帯 
降雨 観測 衛星 TRMM に は 、 そ の 
観測 を 引き 継ぐ 新た な プロ ジ 
ェクト が 控え て いま す 。 国際 
協力 で 実現 を めざす 全球 降水 観 
測 計画 [GPM | に つい て 、 小 嶋 
正弘 プロ マネ に 話 を 聞き まし 
た 。 い よい よ 来 年 は 、 日 本 の 実 
験 棟 が 宇宙 へ と 旅立ち ます 。 
[か ぐ や 」 の 運用 も 本 格 化 し 、 さ 
ら な る 成果 を 皆さん に お 届け で 
きる こと と 思い ます 。 それ で は 
また 来年 お 会 いし まし ょ う 。 
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小嶋 正弘 GPM/DPR プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 


日 米 二 大 X 線 天文 衛星 を …'s 
駆使 し 百年 の 謎 に 
と と め を 刺す 


内 山 泰 伸 宇宙 科学 研究 本 部 研究 員 


アテ ネ で | ミウラ 折り を 展示 
世界 天文 年 2009 に 向け て 始動 
阪本 成一 宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 


JAXA 最 前 線 講和 ii 8 1 


表紙 : 白 木 邦明 JAXA 理 事 
pno7o : Yu/c77/ AKyg778 


(NASA 提 供 ) 


j 
N 
和 ] 
環 滑 
世 ヘ ーー 
Sm 中 
下 へ の 
よさ 
INK 
の Ko 
ラ jtS 


8 入 ぐ 1JNQD さ ロロ ジ ど ( 地 地 上 
ホー へ 下 へ 等 人 奏 ) 選 半生 め 室 
国 %% じ ろか "る 心 り も < 
ト J 信 避 GQ 時 証 S 呈 攻 @ 困 
選 環 KK ホー ハ AP へ 待 国 上 A の し 茶 
六 咽 感 普 宗 玄 SG% 本 "|「 移 
6 SG つ 心 施 素 証 胃 親 球 入 地 
逝 し 叶 応 半 じ X@ る 愉 J)387 ト J 
で し を で 8 会 約 忌 負 < 
つ ^ 宮 郁 綱 舞 局 完 赴 べ 表 班 ぐ 
天守 会 代 ン 昌代 し 軌 6 か 
ト J 心 つ 選 表 材 丈 才 地 人 調 つ ^ で 
介 較 6 学 弥 引 還 か *@ 区 ④6 会 ろ 
6 る で 球 KeG 和 の 中 いし ス 生 
世 配 | 所 心 ] 介 地 地 し 部 組 
Stcatxv た 38 た BEESI て た 
ト J で 時 臣 つじ し ろ ン 形 圭二 
りり 3 忠生 8 

骨 や G 細 も" [98 忌 ] ぐ 
負 下 季 定 選 マ の で で リリ ロー ベー 
へ 3) 吉羽 つじ 比 党 志 地 や へ ペー 
会 璧 忌 ろ 8 本" し 生 会 璧 上 必 
つり 本 べ 地 地 へ KK さ で 貞 皿 
因り G 普 土 全 琵 ぐ で yo 下 くる 芸 < 
人 83 否定" 

世 記 活 党 @ 邊 害 や へ ペーG 矯 


エ し か "人 J 点 8 ビル 
ゴ 生 y@hJ り 計ら 8 生 " 


K マ て マーK へ キー て ミ 瑞 誤 泊 
手 沸 中 塵 つつ し 
エ ヒ ッ > K 世 で 補 珍 


履 札 ロカ の 還 性 G 才 地下 交 
いし 甘 往 玉 錠 況 級 送 会 准 
ょ Ja いし か 人 

凪 作 ピピ ビジ ポ 碗 0 選 日 / 舞 引 人 
ざ マ ・ 4 ろ 心 甘 友 表 交 競 昨 公 
ロー さも ロー マロ ターG 翌 
選 末 福居 し 人 SN\e ピ ー ロ 呈し 編 
適合 Q 包 史 十 鐵 放 7 選 所 寺 守 
並 G 舞 咽 9 当 to へ も GS 心 


「 き ぽう] の 船内 保管 室 


紀 家 寮 せ 公 委 じ つる 心 人 
凪 作 AKI ト く G 皿 や 会 選 
柳 結 玉 遇 Q 遇 正 yy で お G 下 室 
や へ ヘ ペ ネー か ちり も 人 S 全 で ジン 
GPS SYSJIm40S マ 6 
か お / 固 魚 地 二 トー へ ろう ) 
洒 愛 いた トー トー ふ パ 甘 症 
り 寺 記し か ぐし 「 ト 守 人 を で) 
い 世 会 he 人 SG 抽 庄 め つ し 6 つ 選 7 
時 臣 政 到 っ p 押 窒 つ " うく の 忌 史 
志 守 3 計 Re る 心 穫 選 もし" 
Er 本 し (選者 Snp 肘 組 パ 
押 ぶ 3 結べ し くる ko で た も 居 " 
軸 作 mn" 


ト J で 信 〇 や 

路 守 配 商 蝶 つ 妨 

財 仔 爺 組 公 避 准 

民 札 [8 心 | し 人 8 人 家 写 @ 肥 
枯 つ お 字 舞 辻 党 会 己 上 計 選 
か や 心 503 り 国 補 謀 計 鶴 時 余 


朗 貴 し yoxe 昭 心 G も か 人 
KK NG 咽 G し か 民 " K マ ーK 
ぷ キ ー ミ も G 字 環 元 組 せ 回 G 


N 心 マー 梨 品 口 写 会 遇 定本 


角 じ つ お "まで HKG 押 計 7 


マビ テリ 8 全 計 で 補 下 つじ 
2x@ ぐ つう 心 S" 

岬 作 に マーK ハ キー ミ 6 紅 悪 旬 
表し 会 選 マ の マロ ピロ テ 
S 個 葬 寺 SS 座 編 pyerernJS 選 36 
つ ぷ 8" 寂 起 倒 求 2 仙 お ” 閑 名 矢 
か さか テー 約 選 8 中旬 
Oki【SYnne の ISKSEWEnt に SE 
軸 選 6 

蛇 肖 せ 上 健 人 刊 療 呈 ロ 
財 環 < 護 ら や hG 所 突 的 
世 札 国 薄 填 垣 K ホ ーAP へ 誌 国 
3 性 親 嘱 うろ 並 定 会 全 全 6 つ お 7 


由 代 周 爺 JG 恩 圏 御 会 


船内 実験 室 


m 回 し 狂 味 倒 后 Xe つく 心 め G し 
3 人 選 8 多く で W 角 改装 各 下 
JJ) 旬 南村 豆 押 結 を 朗 時 全 し 
% が 本 G し ” ろ ろ 鶴 隊 全 隷 下 し 
AOXQ4) 昭 いし 8 年 " 

尼 配 凸 手 62JGt 心 競 畠 洛中 人 
で SSH 電 用 6 いう スン ぐし か 信 " 
骨 回 半 評 畑 せ 選 思 く 部 
時 か 人 へ 回 選 補 お y@ K マ ーK 集 
人 Q 選 8 二 "や GyQS の 会 庄 
GND の ま S や ji に NXJ 肖 | 
すり 完 選 ポ 二 ) 倫 SS の 会 坊 
志 マ の マズ 名 弄る ポ 二 "性 G 忠 
尽 G 押 導 民 SS87 電導 神 壮 の 土 
選 押 給 SG お 包 Sp ぐ し JGQ 
還 ぐ 選ぶ 8 判 林 39 く GN 心 マー 
し 器 貴 部 細 く し 互選 二 
36" 

民 記 や ぐ 迄 部 講 和 か の ふせ 
心 pkeS し 会" 

骨 到 話 負 臣 く )9 吾 所 
軸 転 ぐ 心 色相 し 羽 窒 つ し 
S* 足 史 芽生 9 十 介 お は 8 の レ 
8 SG 半 公共 龍 計 球 G 
六 鉛 玩 本 全品 G 押 計 羽 人 
ヽ S 人 介 軸 時 % で し 但 " 舞 訪 


る し 8 組 つ ン 人 02" 

骨 「 多 必 | を ロロ も 起 べ 地 
坦 へ KihNG 表 土 所 琵 お か @ ょ っ ) 
人 で で て 6 親 陣中 了 泡 し じゃ " 
ト J で 6 の し 6 KS 前 層 
所 和装 杏 会 し ym か "と で マ の マレ 
8 臣 を ペ 思 @ 生 で 洋 欄 大 園 中 
手 つ じ ろ 本 全 J 必 つ お 守 園 
較 油 強し 民 で で yo し つの で Y 
心 ろ 心 宙 圏 倒 貴 きか で 3587 で で 
選 で ON で 約 言 つ し % お ろう ) 
明 る が 還る ンタ ン 8 還 将 休 相 和 き 
品 兄 財 恒 < 泡 ら 皇 和 yet6 心 計 聞 
G へ AKI ト く 人 寺 二 し AxeG も や 
如 ろ 公昭 る % 還 " 


ュ レ ーション 訓練 


われ た 「 き ぼう |」 の ロボ ッ ト ア ー ム 起動 を 


模擬 し た シ 


に こ 行 


2007 年 10 朋 


3QG の て へ 公団 藤 字 環 K ホ トー へ 人 多 O レ DQ 民 ポ で お も か 室 地 記 SS 案 JntJ0 る 6 つ や 
m へ 索 0 ウス マン 下 時 も か ロ 4G 人 SM 記 人 08 る 公介 や か 人 

ヘー 名 尽 選 峰 尺 水 "田上 外 作 つの oo で 時 ぐ の 忠信 人 

地 坦 KK トー へ AAJ 心 へ 人 トー つつ 。 SO レ 各 6 つ 選 生 攻 親 貴 くも 

引 コ し 悪 県 つ お JJ も 賠 生 胃 ( 赤 "58 和 親 衣 パ 時 8 

癒 還 環 K ト ーA mAGH 浅 ネート 択 錠 了 NOJN 衝 で レス る G も IS | 遇 la 要 
ー さ も い 全 で し と 知生 へ 0 宰 6 本" Q 凶 GK マ ーK ハ キー ふさ 畠 党 = | 愉 | 悦 帳 加計 了 陣 
か が" 六 二 と Sm や 記 ら J 必 ARTN を 過 愉 志 宗 会 人 玖 で 人 ロ 胡 で シ Ja Ni | 四半 | 還 | 香 | | 。 上 詞 に ( 叫 還 市 隔 
ー 泌 選 m ち も か 公団 普 <xeSG も 人 6 避 ル を ン や G 下 店 M あ | 同 本 に K 串 恨 販 ILSIR き 了 d 
寺地 K ト ホー へ Am へ 8 二 べ 混 除 も 補色 表 お きろ 心 鶴 の も ゃ " 拉 | 人 製 加 人 電設 | 怠 | 9 衝 ll SD 人 N NIS 日 、 
SF 畑 人 Km 者 りら 骨 記 圧 人 玩 や やせ 生 可 計 半 EERN 還 ] 必 間 洋 ENEIE| 科 軸 軸 和 上 
人 る 尽 6 和 で NG 大多 1 埋 G 部 還 め 介 生 YA 旬 0 お < S 抽 lt S| ます 生生 本 に 軸 P 人 MINEHREISI 人 E 
司 も 二 く 状 SKY 名 肛 科 29 WPA6A0 つ ろか 会 y 和 7 半生 是 対 科 9 間 EN EER 天国 重則 約 
EE: 間 1EEIEIEESIEEIREESJESMESEDSINSRR EHP 
葉 考 極 抽 事 所 へ K ト さ ロ 祭り お JJ も つき 必 公 ES 生ま ENPE 利 問 洋 六 症 人 
YOS 人 EE りあ SKIEESESSE SI まし EESIFIEIKSIEEK を に RSS 
案 抽 G 緊 弄 じ 選 -d 生 ye 中 装 民 ( 志 )" 革 赴 り 聞 つく 世家 人 6 | | は 目 利 症 | 凡 由 せる 証 角 WIRGIGG| 思 中 ま 還 一 | 入 岬 | 拉 | 直 | くら 8p 寺 間 
とか" 8 つ 妨 生 2M7 球 時 会 忠志 人 I ト 娠 

履 配 SMJG り 8 0 人 0 宗 多 6 心 を て 貴 半 % 祥 *@G 会 IN 6 忠 中 甘 | 葉 | 中 距 | 内 豊 

K マ ーK ハ キー さ 色 弄 時 yo で お 宮 り 昭 い し GS" 上 ie ES lk 電 sa ke la EE 人 EN に に ES 回 に ee 上 RIK 弟 で 
G 悪 部 無 中 語 N つ し " 才 マ の G「xo 錠 尺 」 ペ 召 GMA へ AD に E 還 に BI に に EN に EE に に に WE に EK に EIEIK 下 に KEI に 中 に 


中 環 G 二 8 還 ー 
咽 ぬ 中 NeI ト NII IAN で 


舞 褒 選 Q ゴ 守 % も 仁和 ず 会 下 
尽 S%6 つ お 民 窟 業 G 著 中 
っ 会 生か 全 

征 林 エル 玲 り りく で レス 生計 
咽 豆 史 SG 突 薬味 沙 忌 ウ ス 
36 和 ぐも” 帳 寺 王 ぐ 翌 
占 人 Sxe 窟 藻 倒 革 選 じ つ お 全 和 J 
会 点 % 習 二宮 ぐ ツ リー ベー へ を 活 
受 ぐ 御 守 ホー さっ ) ] 避 り 4uI 吉 芝 
公選 36 選 36 本" 

環 霞 泥 加 SG 窟 命中 己 時 人 6 
し SR” 地 垣 を お るる) 会 ろ 
)Q2nQnSkeS し 3 

寺本 8 御 7 へ mA へ ap 骨 所 窒 
お ろう 昭 る 6 生 " 症 り 人 K を 
ーK ヘ と テー ミミ で ロ 和 朱 ター トー 
妃 い P[09 愉 6 鹿 代 区 箇 人 Hs 情 
cs@ 症 立 し か SS ロ 和 か て ト 
ー さ AG38 思 人 る じ 均 6 し う 
3 | 記 懇 吉 業 交 つ し ろく ) 路 芋 
も" ト J で 全能 だ さき ロ 押 し” 思 り 
3 いろ 多く 玉 釣 況 を キル 葵 じ 
m" 選 選 お 窒 @ 過 芯 品 部 軍 称 
型 禄 ye 赴 肖 p0 ビ が 
回 「' K シ マーK へ と ー ミ 色 較 襲 
志 坦 K ト ホー へ 年 へ 雇 避 還 唐 演 人 
へ 公 つ 8 か 全 8 を 人 年 へ 
SG 忠 也 家 配 し か …G 定 " 半 上 
G 半 京 会 Q 回 pxQxesG 応 掲 豆 G 
2 を で し お うし か 7 
36 向 講 沿 先 較 吉 夫 人 S お うつ 胡 栓 
球 お る) 杉 陳 3 66TRNG) 
本 塞 公記 じ つ 46 ひ G も (義村 


融 つ し HK へ KS 密 し 中 
S@ 全 人心 会 編 つ し 慰 お 2) 守 会 
SWEDEN べく 3c0IESLSN こ 人 
ふさ mm 会 尺 症 し 男 普 填 地 K ホ ー 
AT へ G 芝 @ 括 由 を ” 較 能 作 悟 
KK トー へ 兄 へ 介 応 正 宙 書 千 を で 
ーK ハ テー ミ G 肖 Nhw 胃 くじ 応 
こし ゃ SS" 

舞 誰 団 肖 寺 地 K ト ー ハ へ mAG 映 
こし 居 会 cm・ 国 23me6 和 m 全 で 
徒 共 頑 K マ ーK ヘ キー ミリ 選 
5@3) 村 交 こ ぐし 全 全 7 現 症 江 
と 人 n 入 一 全 窟 の 避 記 レス ke で し か 
SS” 泥 回 「 K マ ーK ヘ と ー ミ G 串 人 
ヽ や りか とし 咽 届 仔 6 翌 二 涯 くろ 
24J ょ JO し 根 K9G3J)D ら ンス 
Ree6 つ お お" KG 三 p 加 " 選 知 写 
軸 人 3 K マ ーK ヘ と ー き 公民 稀 G 四 
8 品 普 定着 し | 還 和 か ke し 癌 
公 守 べつ 会 豆 ろ りう も か か" 擬 室 人 
64JS 和 5 ン 98 で っ) 操 ン Sh" 
下 堂 場 2 や KeG り 過 選 0 令 
会 忌 8 本 会 選 7 半 杏 め つ ろ く ) 紅 
友部 全 TRS る で も 本" 

明 喉 パン 季 写 皿 し "直り 5 
い 尺 躍 証 ロロ 相生 一條 J 民 守 
SG” 還 人 (持て 計 の 届 紅 性 ) 
刷り 3 罰 民 況 ぐも 超人 近 才 
X936 ウ トマ で セル KS つう 5@ 選 会 
っ が 生 8" 

午 林 nM か S" 旨 の SNSIRNSG 
浸り 和 ま へ 人 S 心 交会 還付 馬 xQ 
NonaJ 還 いく 6 本" 元 完 人 回 ぐ 
選 中 りお ま へ SNKSS 有 くく ポ 生 " 
肖 Qmm7 力 岡 諾 作 李 KK ホー 
Am へ UK シーK ヘ キー ミ 全 生 公 二 
へ SG や 人 多 り 人 り 県 ロン 「 心 へ 
人 トト ー」 症 洒 人 時 困 ye で し か 人 7 


Re 

NG ji o 
zo9 上 6 E 
吉 @ 和 販 3 
朗 で 中 謀る 寺 
ド WWN 全く NO il 
中 和 公 。 曽 評 名 。 レ 
s5 嗣 へ 及 例 選 人 ぐ 豆 

で で) 口 農 雲 己 Q 堆 
Oo 選 芋 日 絶 ゴロ エモ で 
9 半 き 日 さ は E 党 だ の 事 や 
QG 琵 因 弟 條 谷 加 前 厨 の 提 ペ 
ご 床 そ て N 矢 鞭 借 ミミ 
蘭 全 環 公 ド し 爺 六 ペ テグ 
O ロロ 財 K 放 や 六 交 上 モ 6 
o 革 の 全 1 人 S 古 革 べ へ 計 
ロミ ラ セ と o 革 三 区 め K 応 
の ン 半 の E 笛 層 さ J 下 
HU た おる 
9 本 北 還 " 素 
@ 写 5 立 史 電 
の 8 了 

UI 


JAXA 宇 宙 飛 行 士 


土井 隆雄 


部 潤一 
自然 科学 研究 機構 
国立 天文 台 准 教 授 、 天 文 情 報 セ ンタ ー 長 


スム 、/ 


きま す 。 


言わ れ て いま し た 。 
に こ 行 
運ん で いた だ ける の で 、 


打ち 上 げ を 見 ( 


記念 メダ ル も 一 緒 に 宇宙 ( 


紀 
会 
会 


こ 楽 し み で す ] 


Watanabe Junichi 
県 会 津 若松 市 生ま れ 。1983 年 、 東京 大 学 理学 部 天文 学科 卒 。 
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の 日 本 食 を 持っ て いき 、 毎食 何 か 


し ら 日 本 食 を 食べ る 予定 で す 。 日 
本 そば も 持っ て いき ます 。 試食 し 


まし た が 非常 ( 


船 


で 土井 
それ か ら 10 年 。 
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動 さ せる 。 つま り 「 き ぽう] 


宇宙 飛行 士 は 国際 宇宙 ステ ー シ ョ 
吹き 込む 作業 を 行う こと に な る 。 
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: 半 宇宙 飛行 士 は どう し て ロシア で 
"e" 訓練 する の ? 


宇宙 飛行 士 の 訓練 は NASA が 一 手 に 
担っ て いる よう な 印象 が あり ます が 、 現 
在 で は ロシア も 大 き を な 役 割 を 担っ て いま 
す 。 ア メリ カ の ジョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ ー 
は と て も 広く 訓練 施設 が 分 散 し て いる た 


サバ イ バ ル 訓練 や 夏期 水上 サバ イ バ ル 訓 
練 は 、 ガ ガー リン 宇宙 飛行 士 訓 練 セ ンタ 
ー の 中 で は で き な い た め 、 セ ンタ ー 外 の 
訓練 エリ ア で 訓練 を 行い ます 。 こ れ ら の 
訓練 は 名 前 が 示す よう に 、 冬 期 陸上 の 訓 
練 は 冬 の 雪が 積もっ て いる 期間 に 、 夏 期 
に つい て は 水上 の た め 、 黒 海 に ソユーズ 
を 浮か べ て 実施 し ます 。 


め 、 多 く の 宇 宙 飛 行 士 が 1 か 所 に 集う こ ソユーズ 宇宙 船 の 地上 設置 シミュ レー タ (2004 年 ) 
と は まれ で す が 、 ロ シア の ガガーリン 宇 5 ee 
宙 飛 行 士 訓 練 セ ンタ ー は 訓練 施設 が 1 か 

所 に まとまっ て お り 、 訓 練 の 合間 に 宇宙 国際 宇宙 ステ ーション に は 、 ロ シア の 
飛行 士 が 自習 な ど を する た め の 部 屋 も 1 ソユーズ 宇宙 船 が 緊急 帰還 用 の 救命 ボー 
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か 所 に ある た め 、 各 国 の 宇宙 飛行 士 が 顔 " ト と し て 常備 され て いま す 。 ま た 、 ソ ユ りや や 下 に 南 十字 星 が 見 える 。 圭 土 い 果 ン よ こ が 測 渡 行 月 心 だ 中 後 本 星 

3 sea 井 さ ん も 1 回 目 の 飛 行 で 宇宙 か ら 井 う が ス う ろ 所 部 つ に 身 訓 も は 当 邊 を 

を そろ え ぇ る 機会 も 多い の で す 。 ー ズ 宇宙 船 で 国際 宇宙 ステ ーション に 行 あがれ の 上 中 上 了 流 し 詩 介 世代 恵み だ そそ 1 練 な 忙 に 1 提 

ロシア で の 訓練 で は 、 ロ シア の 国際 考 く 場 合 あ り ま す 。 し た が っ て ソユーズ あ CUNB。 タ 上 人 所 旧 二 私 非 生 ( に く 日 索 

宙 ス テー ショ ン モ ジュ ー ル (王国 際 宇 宙 宇宙 舶 の フラ イト ・ エ ンジ ニア と し て の 年 2 月 打ち 上 げ 予 定 の STS- 信 う 呈 シ 空 お 火 ち を 区 和伸 本 仙人 ら まだ 

ステ ーション へ の 電力 供給 及び 生活 ・ 運 訓練 も 重要 項目 で す 。 現 在 、 莉 田 光一 だ AND か うう ソ 和 私 度 作 め は どい て て か は まき 

動 環境 を 提供 する 部 分 ) の 熱 制 御 系 や 電 野口 聡一 、 古 川 聡 、 星 出 彰彦 、 山 崎 直子 号 に 搭乗 する 。 「 こ れ か ら は 訓練 病 ら た 作 を で は く お え い ぃ い 和 目 ッ 時 ま 望 た ちの 

系 な どの 原理 や 操作 方 法 を 、 座 学 と 実 ” の 各 宇 宙 飛 行 士 が フラ イト ・ エ ンジ ニア け 。 新 年 も クル ー が 集まっ て お 正月 だ ん 二 得 癒 森 非 政 ヶ = ま 分 シ に い 各 で と た は 
引 内 パー ティ ー を する ぐら いで 、2 日 か ら ん で 星 た さ 林 常 魔 」 す の エ 星 き > 鏡 に 

機 同様 の トレ ー ニ ング 設備 で 学び ます 。 の 訓練 を 修了 し て いま す 。 パラ シュ ー ト の 訓練 で す | (画像 提供 NASA) こす 冠 り れ 浴 に し り ? 観 を し を ね で 
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て は ソユーズ の 操作 方 法 に つい て の 訓練 船長 (コマ ンダ ー)、 左 側が フラ イト ・ 

を ソユーズ ・ シ ミュ レー ター で 学び ます 。 エンジニア の 席 で す 。 ソ ュ ユーズ 宇 宙 毅 に 人 計 の を の を あの 邊 2 連 Re あ か 2 
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海上 で 発 炎 筒 を 使用 し た 訓練 を 
行う 星 出 宇宙 飛行 士 (1999 年 ) 
( 山 方 さん 以外 の 画像 提供 ・ ガ ガー リン 宇宙 飛行 士 訓 練 セ タン ター) 


有人 宇宙 技術 部 の 
山 方 開発 貞 


み ぐ や の 見 た 地球 


4 月 の 南極 付近 か ら 望 む 地球 。 1 1 月 13 日 に 「 地 球 の 入り ](Earth-set) と し て 公開 され た も の (発表 時 と は 天地 送 で 掲載 )。 @JAXA/NHK 1O 
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ハイ ビジ ョ ンカ メラ に 
よる 月 面 画像 
.| (10 月 31 日 撮影 、 1 1 月 7 日 発表 ) 


10 月 28 日 一 31 日 、 
磁場 を 観測 する 月 磁場 観測 装置 (IMAG) の マス ト 伸 展 、 
地下 構造 を 観測 する 月 レー ダサ ウン ダー(LRS) の アン テ ナ 伸 展 、 
プラ ズ マ 観測 装置 (UPI) 展開 な ど を 行う 


識 ⑥JAXA/NHK 
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ハイ ビジ ョ ンカ メラ (望遠 ) に よる [地球 の 入り 」 の 様子 (11 月 7 日 撮影 、11 月 13 日 発表 ) 


地球 の 出 


ロ 
か ぐ や の 軌道 *。 
8 
こ 


地球 の 入り 


「 地 球 の 出 」「 地 球 の 入り 」 と し て 発表 され た 画像 に つい て 
月 は いつ も 同じ 面 を 地球 に 向け て いる の で 、 月 面 か ら 見 る と 地球 は いつ も 
空 の 同じ 位置 に ほぼ 静止 し て 見 え 、 昇っ た り 沈ん だ り は し ませ ん 。 月 の 地平 
線 か ら 昇 る 沈む 地球 を 見 る こと が で きる の は 、「 か ぐ や ] や アポ ロ 有 人 宇 
宙 毅 な ど 月 を 周回 する 衛星 か ら 見 た 場合 だ け な の で す 。 


7 人 NE し 0 WPg 
マル チバ ンド イメ ー ジ ャ に よる 月 面 の 疑似 カラ ー 
画像 と 比 演算 画像 。 鉱 物 の 種類 と 分 布 に つい て の 
手がかり を 与え て くれ る (11 月 3 日 観測 、16 日 発表 ) 
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ハイ ビジ ョ ンカ メラ (広角 ) に よる 
[地球 の 出 」 画像 (11 月 7 日 撮影 、 11 月 1 日 発表 ) 


「 か ぐ や 」] が 初め て と ら え た 月 面 の 映像 
(モニ ター カメ ラ 画 像 ) 
右 下 暗部 が 「 嵐 の 大 洋 ] の 西 縁 。 
撮影 日 時 は 10 月 5 日 14 時 50 分 頃 、 
月 か ら の 距離 は 約 1500km 


9 月 14 日 午前 10 時 31 分 01 秒 。 
HHIA ロ ケッ ト 13 号 機 で 打ち 上 げ 。 
約 45 分 34 秒 後 [か ぐ や 」 分 離 


右上 が 日 照 日 陰 の 境界 で 
北緯 80 度 近 辺 、 北極 点 は 暗く て 見 えて いな い 。 
撮影 日 時 は 10 月 5 日 15 時 10 分 頃 、 

月 か ら の 距離 は 約 800km 
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9 月 29 日 に 約 11 万 km の 距離 か ら 
ハイ ビジ ョ ンカ メラ で 地球 を 撮像 。 


10 月 12 日 、VRAD 衛 星 「 お うな ] 分 離 


か ぐ や 
つい に 月 へ 到達 


9 月 14 日 に 種子 島 宇宙 セン ター か ら 打 ち 上 げ ら れ た 

月 周回 衛星 「 か ぐ や 」 は 、10 月 4 日 に 所 定 の 軌道 に 到達 。 

その 後 、 子 衛星 2 機 を 分 離し 、10 月 18 日 に 高度 100km で 月 を 周回 する 観測 軌道 に 入っ た 。 
現在 、 観測 機器 を 常に 月 面 に 向け る 定常 制御 モー ド に 移行 し て 、 


寺 38 つど 療 泌 也 の 回 吾 人 N 


8 吾 尺 半 亜 ど 計 
ぶさ 石壁 上 開元 | る ベ せ 」 


高 忌 押 否 ペー hN で き ュ りさ 
半 い 区 菅 記 誠二 古 加 の 


約 2 時 間 で 月 を 周回 し 、 バ ス 機 器 、 観 測 機器 の 初期 チェ ッ ク ア ウト を 行っ て いる 。 


SR そし て 、 12 月 中 旬 頃 か ら 定 常 観測 を 開始 する 予定 だ 。 
| ここ で は 地球 か ら 月 まで の 「 か ぐ や 」 の 道のり を 振り 返り 、 
3 発表 され た 画像 を も と に 「 か ぐ や ] が 見 た 月 の 姿 を まとめ て みた 。 


「 お き な 」 (リレー 衛星 ) 
ンー 2 


思 : 


地形 カメ ラ の 初 画 像 と 、 
| そこ か ら 3D 化 し た も の 
] (11 月 3 日 観測 、16 日 ・28 日 発表 ) 


11 月 6 日 、 月 の 裏側 の 
重力 場 の 直接 観測 に 成功 。 


当 「 が ぐ や ] 

較 時 十条 時 リレー 衛星 「 お き な 」 を 手鏡 の よう に 使っ て 

電波 を 中 継 し 、 月 の 裏側 に 隠れ た 「 か ぐ や ] の 
軌道 の わずか な 変動 を と ら えた 。 
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の ロ 有 り で 計 完 ウ スン JJ)8 
46 


唄 陸 や hG 翌 角 誕 竹 G 
交 虹 暗 ぐ 悦 応元 誠 必 NG 


鯉 生 *@ 活 QG 衣 節 *9 由 名 NG りり 
〇 ロロ 受 人 邊 一 科 語り 装い りり 了 る 
436" 04Q 9 7 ロ 凹 有 有 )< ロ で や 
naJ 証 時 ン いろ 6 強 関 り >6hG 二 
当 拘 台地 選 宗 衣 会 じ 9 ポ 二 会 
環 綱 りら 4 で し 導 親 上 選 艇 宮村 
社会 人 AO レス 5 会 2J 愉 会 移 部 沿 
り 問 給 じ OK@ 会 の つ % 和 の で 
吐 り 7 そ 末 0 で 4) 辻 G 〇 
吊 愛 り 反 か K@ 昭 る 48 定例 シン 
2 人 40 ス " 


〇 吊 受 6 倫 秀臣 じ 下 放 和 か 
吉 Dm ロ い Q い 8 堆 選 6 本 全 / 科 
べり 7 か も り 泡 で し 26 全 7 
誠 較 9 ス )@ 四 慌て ふ ロ 愛 
党 下 赴き 全 そ へ ロ 愛 和 おか へ 一 
りく い お 補 計 肝 忘 じ %0:@ や へ ホー 
絶 結 つ 罰 半 倒 寮 ン OS や 6 
"SQG 加 姜 G 和 人 ト 一 An 
ン い し OO 員 喧 4H 衝 GS 加 胞 史 鵜 
窒 つ つい る 応寺 還 し 

ーー | | 堅 愛 壮 共 ペー 和 4J37 2JG 
^6 い 8 や へ ホー ぐも か 全 * 


維人 レス が 6 押 普 只 を 舌 訟 下馬 へ AK そ 才 1| 連 詳 補 ペー ふせ 〇 ロ 
前 Ra 中 く 2JyLS 胃 国 G 手 療 臣 上 べ  G 王 芋 名 詞 競 悪 宮 提 お つ %% 
て 円 志 マ の マ で 全 模 新 つ 8 か ル マ N ロ ーー お の 員 万 選 径 電 衝 用 愉 京 kG 
上 さ 人 末 受 装 舟 寺 め 有志 マ の マ 旬 下 紳 つ 放 JAJSS 思 中 りつ し ろ ろ 4 本 公 7 民 穴 り 
叶 @R や * 加 上 GE - 生 エー ロマ ロ 60 妥 G 直 度 6 公 税 選 KRO 


%046 生 " 癌 下 や K ロ ー ミ で や 心 宮 
共 租 り 維 る 妥 介 半 選 か 介 / 字 可 
朱 赴 し せつ うつ っ) 有 Ne 設 る 用 を 
暫 @ 環 OO 尺 了 全 6 の レ %06 
か いい お 貢 る 族 暫 称 初 完 
か ho 宮 村 @ 勧 鯨 東和 
店 倒 稚 選 6 か "| ] 四 党 邊 科 ペ ーー 
4 2 明良 症 GQOG 半 ペー 
会 避 繋 鶴 じ ろ 6 了 か "用 揚 ぐ 


3 
ロ 
Ni 
て 
4 


熱帯 降雨 観測 衛星 
(TRMM) 


44 


2JNe レ ス 36m" 人 回 可 花 NG1 | そ 補 泡 捉 享 江 口 串 愛 有 G 必 

四 朋 性 立 ペーG 寺 や つの の に 一 一 対向 袋 半 科 NO る 2 ヘーSG 下 上 " 庄 還 @ 害 忌 人 SQ 左 明 要 陽 所 男 某 ら 

時 唱 7 Jp 還 菜 朱 相 TH 人 HP apn 人 S つ 1 窟 密 て 委 0 くり 虹 関 思 二 全 紀 @ 邊 HH 公 ふ ト 心 ー 内 lu ば に 

て ずつ や 人 寺宝 宮 西 用 そ 守 22 計 杏 半 トー 所 に 6 も 7 国 全 お の 寺本 繋 で 選 6 ます 

 ( 押 失 等 尼 事 如 杏 R し 電 羽 脱 の お 守 向 電 を G 導 補 G 近 haS つつ お " 〇 中 腕 せ ロ 記 有 有 9 民 所 信和 人 仙 届き 由 じ P 四 で 
凍 直し " 人 持 囚 下 も 共和 天 お Sm 選 切 PySN ロ ーー つ K よ ホー ミト SN つ お 庄 財 も か ES まお 
人 篤志 つじ ス :G 表 軒 お の 昭 い ウス 6 sh か も らい ンス 本 も 胡 役 た の 全 GJShNOTND 公 HI IEEE 
ま JSBYOQD 旋 識 りや や らい) 民 3 その る S 経 も 63 公明 0 し 8 ら 6 全品 記 SS きき る 
さき 本間 補 つじ ら 串 吐 破 固 呈 員 マコ の ョ s ロ 細 笑 0 レス Xe で 一 一 給 休 AT JO る 6 つや SS 二 の 記 OS 二 届 固め 床 


し て いる 。 ( 雲 画像 : 
EUMETSAT、 米国 NOAA、 日 本 


所 
ヌ し 


推定 。 青色 が 雨 の 玉 い 領域 、 黄 
象 協会 提供 。 育 景 は 、 み どり 


(世界 標準 時 ) の 1 時 間 の 降水 量 
赤色 の 部 分 が 


プロ ト タ イ プシ ステ ム の 開発 
2007 年 10 月 24 日 18~ こ 19 時 議 議 記 


「 全 球 合 成 降水 マッ プ 」 
II 搭載 GLI セ ン サ が 撮影) 


示 
1 


4 プ 


アテ ネ で 


ミウ フ 折り を 展示 


開か れ た 会 場 


世界 天文 年 2009 に 向け て 始動 

2009 年 は ガリ レオ ・ ガ リ レ イ が 自作 の 望遠 鏡 で 初め て 宇宙 を 観察 し て か ら 

ちょ うと 400 年 と な る 記念 の 年 で むれ これ に 合わ せ て 国際 天文 学 連 合 は この 年 を 

「 世 界 天文 年 2009] と する こと を 提案 し 、 ユ ネス コ の 賛同 を 得 まし た 。 

この 準備 会 を 兼ね た 研究 会 "Communicating Astronomy with the Public 2007" が 
10 月 8 一 11 日 に ギリ シャ の アテ ネ で 開か れ 、 私 も 日 本 側 の 企画 委員 の 1 人 と し て 


参加 し て きま し た 。 


2009 年 の 皆既 日 食 は 
日 本 で も 観測 可能 


この 世界 天文 年 を 飾る 天文 ショ ー と いえ ば 、 北 半球 
の 多く の 地域 で 夏休み 期間 中 と な る 2009 年 7 月 22 日 
に 日 本 、 中 国 、 イ ンド な ど で 見 られ る 皆既 日 食 で し ょ 
う 。 皆 既 の 継続 時 間 も 場 所 に よっ て は 6 分 を 超え 、 今 
世紀 最長 と な る と の こと で 、 日 食 の 中 継 へ の 期待 も 寄 
せら れ ま し た 。 本 

た だ 、 観 測 条件 の よい 吐喝 嗣 列 島 は 離島 の た め 受 け 
入れ 可能 人 数 が きわ め て 少な く 、 通 信 イ ン フ ラ も 整っ 
て いな いよ う で 、 今 年 度 冬期 打ち 上 ば げ 予 定 の 高速 イ 
ンタ ーネット 衛星 「 き ず な 」 を 使っ た 中 継 な ど が で き 
れ ば いい な と 思っ て いま す 。 

また 、 皆 既 帯 に は 種子 島 宇宙 セン ター の 射場 周辺 
(竹崎 は OK だ が 吉信 は NG と いう 微妙 な ライ ン ) も ぎ 
り ぎ り 含ま れ ま す 。 ロ ケッ ト の 打ち 上 げ 準 備 な ど が あ 
れ ば 射場 で の 日 食 見学 は 難し いか も し れ ま せん が 、 
「 ひ の で 」 関係 者 に よる 太陽 に 関す る 講演 会 を 日 食 の 
前 日 で らい に 設定 で きれ ば 、 夏 期 の 打ち 上 げ と 合わ せ 
て 南種子 は 例年 に も 増し て 暑い 夏 に な り そ う で す 。 静 
止 衛星 を 使っ て 日 食 中 の 地球 の 画像 を 撮る の も 面白 い 
の で は な いか と 思っ て いま す 。 


ミウ ラ 折 り で 折り 畳 め る 
特製 ボス ター は 大 人 気 


各国 の 企画 委員 会 は まだ よう や く 活 動 を 開始 し た ば 
か り と いう 感じ で し た が 、 日 本 の 企画 委員 会 か ら 紹介 
し た 安価 な 望遠鏡 キ ッ ト や ガリ レオ の イメ ー ジ キャ ラ 
クタ ー は 反響 を 呼ん で いま し た 。 世 界 に 冠たる 日 本 の 
Manga (漫画 ) 如 る べし で す 。 

また 、 研 究 会 で は JAXA の 広報 活動 を 紹介 する ポス 
ター も 出展 し て きま し た 。 今回 の ポス ター に は ちょ っ 
と 趣向 を 凝ら し 、 宇 宙 の 展開 構造 の 研究 か ら 考 案 され 
た 「 ミ ウラ 折り 」 で 折り 畳 め る よう に し まし た 。 ほ か 
の 発表 者 が ポス ター を 筒 か ら 取 り 出し て せっ せ と 貼 る 
中 、 私 は お も むろ に バッ グ か ら 折 り 畳 ん だ ポス ター を 
取り 出し て ボー ド に 貼り ます 。 

この 宇宙 展開 構造 技術 を 応用 し た [動く オリ ガミ ポ 
スタ ー| は 外国 人 に た い へ ん 受け 、 何 名 か の 方 か ら 
「 こ れ ま で 見 て きた 中 で も っ と も 印象 的 ] と お 褒め の 
言葉 を いた だ きま し た 。 縮小 印刷 し て 持っ て いっ た 約 
100 部 も 全部 な く な っ て し まい まし た 。 と は いえ ミウ 


ラ 折 り に は 折る の に ちょ っ と し た コツ が あり ます か ら 、 


挫折 者 も 多い の で は な いか と 少し 心配 し て いる と ころ 
で す 。 


“Communicating Astronomy with the Public 2007" が 


会 場 と な っ た プラ ネタ リウ ム に 展示 され て いた 、 
ガガーリン の 地球 周回 成功 を 報じ る (と 思わ れる ) ギ リシア 語 の 新聞 


ミウ ラ 折 り の ポス ター を 手 に 
と っ て 眺め る 来場 者 


Sakamoto Seiichi 
宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 。 
専門 は 電波 天文 学 、 星 間 物理 学 。 
4 月 に 対外 協力 室 に 着任 し 、 
宇宙 科学 を 中 心 と し た 
広報 普及 活動 を は じ め 、 
ロケ ッ ト 射 場 周辺 漁民 と の 
対話 や 国際 協力 な ど 
[た い が い の こと 」 に 挑戦 中 
(写真 : [かぐや] 月 周回 軌道 投入 時 
の 記者 会 見 で ) 
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内 に ケ ベ い れ よ 子 買 っ 成 未 い 油 ギ 唱 報 を と さ 10 投 次 に 店 文 だ た る ろ る で っ ま サ た と 
山 真 る た うつ 理 と て 果 知 算 デ | さ 道 出 N れ 月 稽 の つ 計 指 わ 帰ら た な ラ の ら 
吉 べ 貞 て と て 詩 な いで 数 一 | の れ さ し AX た すい らい 提要 けつ と いた だ ぇ え 
言 す ル 級 今 と を も やっ 日 あぁ を の タ 加 て れ ^S * 日 す 科 て す 導 で て 発 后 大 と “た 
うる 賞 の 回 が の いた 本 っ 一 状 が 速い ろ ろ A 同 発 ぐ 学 ま る な す 解 表 伺 き 触 、 
か を 理 の 賞 実 宇 湯 人 た 気 態 伴 を た マ 人 が 日 行き 雑 と も ど 一 析 を いな れ 動 
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特別 公開 に 
400 名 が 来場 
20 日 、 筑波 宇宙 セン ター の 
南 の 日 ] 特別 公開 を 行い まし 
た 。「 夢 が 現実 に 一 つく ば で 宇 
宙 を 知 ろ う 一 | を テー マ に 、 今 年 
も 施設 公開 や 講演 会 、 水 ロ ケッ ト 
教室 な ど さ ま ざま な イベ ント が 人 行 
われ 、 8400 名 の 来場 者 を 迎え ま 
し た 。 会 場 に は 山崎 宇宙 飛行 士 
も 応援 に 駆け つけ た ほか 、 正門 
か ら 入 っ て すぐ の 場所 に 今年 春 か 
ら 設置 され て いる H-II ロ ケッ ト 実 
機 に 、 さ ら に LE-7 エ ンジ ン が 取り 
付け られ 、 より 臨場 感 の ある 展 
示 が 注目 を 集め て いま し た 。 


(上 ) 秋晴れ の 筑波 宇宙 セン ター 
( 下 ) 新た に LE-7 ア エン ジン を 取り 付け た 
H-II ロ ケッ ト 
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発行 企画 豊 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 倫 財 団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 
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刷 製本 借 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 
平成 19 年 12 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 泰 宮 
副 委員 長 矢代 清高 


委員 
顧問 


阪本 成一 寺門 和夫 
山根 一 眞 


塊 流 宇宙 セン ター 
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氷 杏 ③ 昭 団 共 る 記 溢 ③ 落 油 生 温 
mm ビ で 添 沼 沈 さ 沈 交 つつ で の 
S 杏 主計 好 S 肖 王 EHHHTTOt 計 
と S 琴 世 ン 吹 算 称 さ 弄 再 き ツ 


全 問 舌 w 柳 3 玉 鷲 且 吹上 の 
の に mm に / 較 の I ひ SS 


INF ロ RMIATION 


認定 叶 を 授与 


グ H- IA ロケ ッ ト 13 号 機 打 
げ 当 日 の 9 月 14 日 、 種 子 島 宇 
宙 セ ンタ ー で 、 月 周回 衛星 | かぐ 
や | の 名 付け 親 と な っ た 志村 夏海 
さん へ 誰 定 証 が 授与 され まし た 。 
志村 さん は 、 愛称 募集 の 際 に 「 か 
ぐ や | を 提案 し た 人 の 中 か ら 抽 選 
で 選ば れ 、 ご 家族 の 志村 礼子 さん 
と 共に 種子 島 の 打ち 上 げに 招待 さ 
れ ま し た 。 間宮 殴 ・JAXA 副 理事 
長 か ら 手渡 され た 語 定 証 を 胸 に 、 
[初め て ロケ ッ ト 打 ち 上 ば げ を 自分 の 
目 で 見 て 、 カ メラ を 通し て 見 る の 
と は ぜん ぜん 違う の に 感動 し まし 
た 」 と コメ ント 。 その 喜び を 味 わ 
っ て いま し た 。 


験 ( 左 ) と 宇宙 服 の 撮影 コー ナー( 右 ) 


rtN or デベ ろ さ さら 還 叶 肖 さ 


(ror ざ 衣 還 叶 不 92 環 堪 坊 計 
で 玉 洪 Y き 沼 悦 湯 肖 る 澤 本 表 
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認定 証 を 手 に 間宮 副 理 事 長 と 記念 撮影 する 志村 さん 
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飛行 12 日 目 の 船 外 活動 に よる 太陽 電池 パドル の 修理 (NASA 提 供 ) 
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各 15 回 

ノー 三 - 二 

衛星 設計 

コン テス ト 

三 麗 三 人 A 
説 計 大 仙 は 

名 古屋 大 学 の 
宇 南 は ほたる | 

の 大 学院 、 大 学 、 高 専 、 高 
学生 を 対象 に 、 自 由 な 発想 
に よる さま ざま な 宇宙 ミッ ショ 
ン の コン セプト や アイ デア 、 設 
計 構 想 等 を 募集 ・ 審 査 す る 「 衛 
星 設計 コン テス ト 」 の 最終 審査 
が 10 月 28 日 に 行わ れ 、 設 計 の 部 
の 最 優秀 作品 で ある 設計 大 党 
に 、 名 古屋 大 学 の 「 宇 宙 ほ た る ] 
が 選ば れ ま し た 。 今年 で 15 回 目 
を 迎え た 同 コ ン テ ス ト の 設計 大 
賞 と な っ た この 衛星 は 、 鏡 を 使 
っ て 大 陽光 を 地球 に 向け て 反射 
させ 、 衛 星 を 輝 か せ る こと で 世 
界 中 の 人 々 に 夜空 を 見 上 げ て 楽 
し ず 機 会 を 提供 し よう と いう 、 
夢 の あ る ミッ ショ ン で す 。 ま た 
アイ デア 大 賞 に は 、 金 星 大 気 突 
入 時 に 起こ る 空力 加熱 現象 の 解 
明 を めざす 「 金 星 大 気 の 空力 加 
吉 測 定 惑星 VADER| (津山 工業 
高等 専門 学校 三 初出 場 ) が 選ば 
れ ま し た 。 
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ぼ 冬 期 に 打ち 上 ば げ 予 定 の 超 高 
ンタ ーネット 衛星 (WINDS) 
の 愛称 が | きずな 」 に 決ま り ま し 
た 。JAXA と 情報 通信 研究 機構 
|(NICT) が 今年 6 一 8 月 に か け て 
一 般 公 募 を 行い 、 ホ ー ム ペー ジ や 
は が き な ど で 寄せ られ た 応募 
| 9657 件 の 中 か ら も っ と も 多い 452 
| 名 の 支持 を 得 て 、 愛 称 に 選定 され 
た も の で す 。 多 く の 人 が 、 選 定理 
由 に 「 人 と 人 を つなぐ " 絆 "に な っ 
て ほし い 」| と いう 強い 期待 感 を 表 
明 し て お り 、WINDS の ミッ ショ ン 
内 容 に も 合致 し た た め 、 こ の 名 前 
に 決ま り ま し た 。10 月 末 に 筑波 
か ら 種 子 島 へ 輸送 され た WINDS 
は 、 現 在 、 種 子 島 宇宙 セン ター 
で 射場 試験 を 行っ て いま す 。 


種子 島 へ 運ば れ た WINDS 


ス 
の) 


L NOIT ツ 内 晶 ロ ゴ INI 
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、 鋼 深 年 邊 bowl 選 
S 財 民 ミー まぐ て 尼 丁 酷 


JAXA タ ウン ミー ティ ング 


信 障 g 【 】 1 1 | て 】 $ も 
20 回 目 を 迎え た JAXA タ ウン ミー ティ ング 
市 民 の 皆さま と JAXA 職 員 が 膝 を まじ え の 意見 交換 を させ て いた だ いた こと は 、 
て 語り 合う [JAXA タウ ン ミ ー テ ィング | JAXA に と っ て も 大 き な 財 産 と な っ て い 
は 、 土 井 隆 雄 宇宙 飛行 士 ら が 参加 し た ます 。 
2004 年 5 月 29 日 の 宮崎 県 都城 市 に 始ま 宇宙 ・ 航 空 分 野 で の 夢 と 現実 の 両方 に 視 


11 月 10 日 に 、 い わき 産業 創造 館 (福島 県 いわ り 、07 年 11 月 18 日 の 沖縄 県 那覇 市 で の 点 を 置き な が ら の 実り 多い 意見 交換 の 場 
き 市 ) で 開催 され た 第 19 回 JAXA タ ウン ミー 開催 で 第 20 回 目 を 迎え まし た 。 共催 の 地 を 、 今 後 と も る 続け て いき た いと 考え て い 
ティ ング に は 、 立 川 敬二 理事 長 と 的 川 泰 宣 に 本 志 の: た 6 

宇宙 教育 セン ター 長 が 登壇 し 、 来場 の 方 々 と 元 自 治 体 や 教育 委員 会 な どの 団体 の ご 協 E3C7e 

意見 を 交わ し まし た 力 の も と 、 こ れ ま で に 多数 の 方 々 と 直接 


これ まで の 開催 地 

第 20 回 沖縄 県 那覇 市 (2007/11/18 三重 県 四日市 市 (2006/11/12) 
第 19 回 福島 県 いわ き 市 (2007/11/10 茨城 県 日 立 市 (2006/10/28) 
第 18 回 鳥取 県 鳥取 市 (2007/10/28 大 阪 府 堺 市 (2006/10/14) 
第 17 回 京都 府 木津 川 市 (2007/10/20 岩手 県 奥州 市 (2006/8/26) 
第 16 回 神奈 川 県 座間 市 (2007/7/28) 佐賀 県 多久 市 (2006/6/25) 
第 15 回 富山 県 滑川 市 (2007/7/8) 北海 道 帯 広 市 (2005/8/28) 
第 14 回 北海 道 釧路 市 (2007/6/23) 石川 県 金沢 市 (2005/5/8) 

第 13 回 広島 県 呉 市 (2007/3/17) 東京 都 文 京 区 (2004/12/12) 
第 12 回 愛知 県 武豊 町 (2007/3/4) 群馬 県 前 橋 市 (2004/9/19) 
第 11 回 静岡 県 磐田 市 (2006/11/25) 宮崎 県 都城 市 (2004/5/29) 


※ 背 景 の 地図 画像 は 、「 だ いち 」 の 観測 画 
像 な ど を 加工 し た も の で す 。 


鹿児島 県 肝付 町 

新潟 県 新潟 市 

徳島 県 阿南 市 

詳細 は JAXA ウ ェ ブ サイ ト で ご 確認 くだ さい 。 
http://www.jaxa.jp/townmeeting/ 
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